
このたびは有薗製作所の製品をお買い上げ頂き、 誠にありがとうございます。

● 正しく安全にご使用いただくために、 ご使用前に必ずこの「取扱説明書」お読みください。

● 必要な時に読めるように大切に保管してください。   

（1）前腕サポートの水平 ・ 垂直方向の角度調節、 高さ調節が可能です。

（2）前腕サポートの水平 ・ 垂直方向の角度調節がワンタッチで行えます。

（3）前腕サポート板の取り付け位置を調節できます。

（4）取り付け用のスリットを使って、 オプションのコントローラー接続金具の取付ができます。

（5）座位保持装置部品の認定基準及び基準確認方法の試験（適応体重25kg越え、 50kg以下）に合格しています。

前腕サポート
角度調節部品

［取扱説明書］

各部の名称1

製品の特長2

2018.8,3_rev.0 

使用上のご注意とお願い9

警告

製品仕様とお手入れ方法10
（１）製品仕様 （２）お手入れ方法 [仕様について] ［日常のお手入れについて］

○ サイズ･重量      S 約305㎜×120㎜×80㎜ ・ 約750ｇ（片側）

                         L 約340㎜×120㎜×80㎜ ・ 約850ｇ（片側）

〇 角度調節ピッチ 7.5°

○ 取り付けピッチ　　　　20mm 

〇 高さ調節ピッチ 20mm

○ 材質 エンジニアリングプラスチック、 鉄、 アルミ  

○ ぬれた場合は乾いた布でふき取ってください。

○ フレームなどが汚れた場合は、 中性洗剤を水で薄めて

スポンジに含ませてふいた後、 乾いた布でふき取ってく

ださい。

注意

（１）前腕サポートの上に乗ったり、 座ったりしないでください。

　 ・ 前腕サポートが破損し、 けがをする原因になります。

（２）前腕サポートを持って持ち上げたり運搬したりしないでください。

　 ・ 前腕サポートが破損して転倒し、 けがをする原因になります。

（3）前腕サポートの改造をしたり、 むやみに分解したりしないでください。

　 ・ 前腕サポートが正常に動かずに思わぬ事故、 けがをする原因になります。

（１）ご使用前に前腕サポートにガタツキがないか、 必ず確認して使用してください。

　 ・ 前腕サポートが正常に動かなかったり十分に機能しなかったりと、 思わぬ事故原因になります。

（２）前腕サポートを固定しているネジ等の緩みの有無ついては、 定期的に点検してください。

　 ・ ネジ等が緩んだまま使用すると不安定になり、 安全な使用に支障をきたします。

　 ・ 緩みがある場合は、 すぐにネジ等を締め直してください。

（３）高温多湿の場所で使用したり、 保管したりしないでください。

　 ・ 前腕サポート部品が変形したり劣化して、 正常に動かなくなったりします。

　 ・ 保管するときは、 直射日光を受けない乾燥した涼しい屋内に保管しましょう。

（４）前腕サポートに不具合があった場合は、 お買い上げの販売店にご相談ください。

〒805-8538  北九州市八幡東区東田1-7-5
TEL: 093-661-1010  FAX: 093-661-1670

コントローラー接続金具取り付け用スリット

前腕サポート板

本体固定板 取り付け穴

前腕サポート板 取り付け穴（M6）

前腕サポート板 取り付け用ボルト

（M6 六角穴付きボルト）

リリースボタン 

（水平方向）

リリースボタン 

（垂直方向）

本体固定板

（Φ6mm）



製品の取り付けについて3

角度調節方法5

リリースボタンの押さえを外し、リリー

スボタンが元の状態に戻った事を確

認します。

リリースボタンが元の状態に戻らない

場合、前腕サポート板を動かします。

「カチッ」と音がし、リリースボタンが元

の状態に戻った事を確認します。

取り付け方法4

バックサポートフレームに取り付けま

す（3 ヶ所以上）。取り付け面は平面

である事を推奨します。

取り付け後、平ワッシャー、スプリン

グワッシャーの順でボルトに通し、袋

ナットで締結します。

＊締結後、 ガタツキや緩みがない事を確認します。

＊丸パイプなど取り付け面が曲面状のバックサポートフレームに取り付ける場合は、 取り付け面を平面にするスペーサーをご準備、 ご使用下さい。 　

不明な場合は販売元にお問い合わせ下さい。

高さ調節方法6

袋ナット、スプリングワッシャー、平ワッ

シャーを取り外します。

バックサポートフレームから取外し、

お好みの高さに調節します。

取り付け後、平ワッシャー、スプリン

グワッシャーの順でボルトに通し、袋

ナットで締結します。（3 ヶ所以上）

前腕サポート板の取り付け角度調節方法7

本体固定板の取り付け高さ調節方法8

本製品は、 座位保持装置（車椅子）のバックサポートフレームに取り付けて使用します。 取り付ける座位保持装置や車椅子の材質（金属製、

木製）や形状により、 専門的な技術を要しますので専門業者による取り付けを推奨します。

1 2

1 2 3

4 5 6

カチッ 

リリースボタンを矢印の方向に押し込

みます。

リリースボタンを押したまま前腕サ

ポート板を動かします。

お好みの角度に調節します。
1 2 3

＊締結後、 ガタツキや緩みがない事を確認します。

ボルト、スプリングワッシャー、平ワッ

シャーを取り外します。

３列ある取り付け穴の内、２列を使っ

てお好みの位置に調節します。

取り付け後、スプリングワッシャー、

平ワッシャーの順にボルトに通し、締

結します。

1 2 3

＊締結後、 ガタツキや緩みがない事を確認します。

４本の皿小ねじを取り外します。 左右の本体固定板を反転させて入

れ替えます。

4本の皿小ねじで締結します。
1 2 3

（ 高さ調節域が不足した場合に行います。 ）

＊締結後、 ガタツキや緩みがない事を確認します。


